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Concept

3要素を有効に働かせるため
に，細胞間相互作用を活性
化させる必要がある

３次元的に
培養することが重要

従来のスフェロイド培養で
は中心部分まで栄養が行
き届かず細胞が壊死してし
まう

Fabrication

Experiments

100 mm

2) Exposure from backside

3)  Development

Glass substrate

TSMR-iN 1000PM 

5)  Modification of surface

low attachment (Pluronic F-129)

6) Cell culture

Exposure light (Max;3000mJ/cm2)

Maskless lithography and Gray-scale exposure

1)  Coating 4)  Molding PDMS

培養チャンバーの作成
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1) マイクロポストのある
培養チャンバーの作成

2)細胞の培養 4) トロイダル形状の
細胞凝集体の回収

3)細胞凝集体の形成

スフェロイド中心部を培地の供給や老廃物の除去のために開放した
トロイダル形状の細胞凝集体の作成

5) 3D アセンブリし
機能性を持った組織構築を
目指す

マスクレスリソグラフィー装置グレイスケール露光の原理

設計したパターン

5)

・Mouse chondrogenic cell line ATDC5; density of 1x106 cells /3ml device

・DMEM supplement with 10% FBS, in a humidified 5% CO2 environment at 37℃

・Before use, the chamber was incubated with a 4% Pluronic

細胞の培養

トロイダル形状の細胞凝集体の作成に成功

高さ100μmのマイクロポスト
を持つチャンバーを作成した

problems

Conclusions

・長期間培養のための細胞凝集体培養装置の作成方法を提案した．
・培養チャンバーの形状は，グレイスケール露光によって実現でき，マスク
レスリソグラフィー装置を利用することで安価に作成できた．
・チャンバーに非接着処理を行い，トロイダル形状の細胞凝集体の作成に
成功した．
・トロイダル形状の細胞凝集体は非侵襲的かつ容易にチャンバーから
取り出せることを確認した．
・今回作成したトロイダル形状の細胞凝集体は，今後， ３次元組織構造体
として必要な血管系及び神経系の導入を含めたアセンブリ技術への展開
が期待される．

3次元微細加工が必要

培養3日目
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